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地溝渠で1967年４月，1968年４月及び７月に採集したミ

ヤイリガイＯ"、,Ｍα"iαハ,妙e"sis〃Cs”AC,-α(Robson）

の成貝を産卵用とした．

２．成貝の産卵のための飼育方法

殼長５ｍｍ以上を有する貝を無作為的に各300個体ず

つ，径３０ｃｍ,高さ１０ｃｍの素焼鉢に泥を５ｃｍの高さ

に入れたものに投入し，約１カ月間飼育し産卵させた

後，成貝を新しく作った別の鉢に移す．成貝の飼育期間

中は週２～３回ずつ壁面上に登った貝を毛筆又はピンセ

ットで泥上に落し，飼料を与えると同時に産卵を容易に

させるために汲み置き水で泥面を常に湿った状態に保っ

た．また飼育鉢下部の容器中に入れた水は，月１～２回

新しい水と交換した．

３．産卵後から稚貝孵化までの飼育方法

産卵は主として泥面上あるいは鉢の壁面で行われる

が，成貝分離後，約１カ月間，すなわち産卵された卵の

ほとんどが孵化する間，素焼鉢にガラス蓋をかぶせ泥面

を湿った状態で飼育する．この間特に注意する点とし

て，卵及び稚貝は乾燥に対してほとんど抵抗`性をもたな

いので稚貝が素焼鉢の壁面上にはい登り乾燥するのを防

ぐ為に洗糠瓶で汲み置き水を注ぎ稚貝を泥上にもどす操

作を週２～３回ずつ繰り返すと同時に泥面上を常に湿っ

た状態に保った．また鉢の下部に敷いた水も月２～３回

新しい水と交換し，この期間は飼料をほとんど与えずに

飼育を行った．

４．稚貝の分離及び飼育方法

孵化した稚貝は鉢の壁面あるいは泥面上で活発な運動

を示している．稚貝を分離する際に，先ず洗糠瓶で水を

軽く注ぐことにより壁面上の稚貝を下部の泥上に落と

し，次いで泥面上約２０ｃｍの高さから約１～２Ｚの汲み

置き水を静かに注ぎ，稚貝を浮遊させた後に，その水を

ナイロン製の細かい網に注ぎ込む方法を十数回繰り返

し，ほとんどの稚貝の回収が認められなくなるまで同一
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日本住血吸虫の感染実験あるいは抗住血吸虫剤スクリ

ーニングテストを行う際に，その中間宿主であるミヤイ

リガイを実験室内で大量に飼育繁殖させる必要がある．

マンソン住血吸虫Sbhfszosoma7,zα"so"ｉを用いての研

究に比べ，日本住血吸虫ｓ・友po"加加での研究は種

々な面でその遅れをみせている．これは，主として前者

の中間宿主であるＢ勿岬ｈａｍγ/αｇｍ６γα、の飼育と繁

殖が容易であるのに対し,後者の中間宿主Ｏ"come血伽

spp・の実験室内飼育とその維持，繁殖が困難なことに

よる．

今回著者は実験室内でミヤイリガイを飼育繁殖する際

の基礎的諸条件として，環境，容器，土壌，飼料等の問

題を検討した．元来ミヤリガイは水陸両棲貝であるが，

孵化直後の稚貝はほとんど常に水中で生活しており，成

貝となるに従い湿潤な陸上に棲息している．今回著者

は，稚貝と成貝のこの異なる棲息状況に基づき，水槽を

用いた稚貝の発育のための飼育環境と，素焼鉢での成貝

の産卵のための飼育環境とを別々に設定し，また産卵後

成貝を別の鉢に分離する操作により，次代の稚貝を大量

に得ることが出来，一方稚貝も急速に発育を完了し，す

みやかに産卵を開始させ得ることが可能となった．ここ

に我々がいま採用しているミヤイリガイの飼育繁殖方法

と，これを設定するにいたるまでの研究経過のあらまし

を報告する．このような方法で，これまで山梨産Ｏ"ＣＯ‐

'"e〃"/αｈ”clzsiMos⑫ｈｏｍは６代，久留米産３代,フ

ィリピン産Ｏｊ．９"αａｍｓｆ３代，台湾産Ｏノi､／bγ‐

，,ICSα"α３代まで累代飼育させることができた．

■

●

材料および方法

1．実験材料

山梨県甲府市八田村上高砂提外地のミヤイリガイ棲息

（７５）
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操作を反復した．回収した稚貝は実体顕微鏡下で生死を

確認したのち実験に使用した．稚貝の飼育には，ガラス

水槽（30×20×26cm)を用い，底部に砂利及び泥を斜面

に敷き，汲み置き水を約１Ｚ入れ，水深を約５ｃｍとな

るようにした．また水中フィルターを泥の部分に埋め，

水を常に濾過灌流する装置を考案した（図１)．

稚貝は投入後約１カ月以内は水中で棲息し，それ以後

はガラス壁面上を登るので，その乾燥を防ぐ為に週２～

３回毛筆あるいは洗鵬瓶で水を注ぐことにより稚貝を水

中へ戻した．

５．飼料及び飼育条件

稚貝の発育を飼料条件の面から実験した結果，稲藁，

牡蠣殻及び炭酸カルシウムの単独或はその各々を飼料に

加えて飼育した場合に特にその発育の促進が認められ

た．従って以下に示すような組成の飼料を作製し，とり

あえずの基準とした．すなわち，離乳ブレーク（ベビー

ミールＡ・和光堂製）：５０９，米粉；２０９，マウス・ラッ

ト飼育用粉末飼料(CE-2・日本クレア製）：１０９，乾燥酵

母（エピオス末）：５９，牡蠣殼：３９，クロレラ粉末：

２９の割合で混合し，成貝（300個体群）には約150～

200ｍｇを週２ないし３回に分けて与え，水槽中の稚貝

には，その約半量を同様に分けて与えた．その他の飼料

として乾燥稲藁を水槽１個あたり約1.5～２９を月１回

ずつ投入した．照明は２０Ｗの植物栽培用紫色螢光ラン

プ（ＦＬ２０Ｓ・ＰＧ三菱電機ＫＫ)を水槽の上面から点灯

し，夜間は消灯した．成貝の飼育には室内の照明を用い

た．飼育室の温度は，各実験中特に明記した以外は全て

２５±１．Ｃである．

６．飼育土壌

飼育に用いた土壌は，甲府市八田村のミヤイリガイ棲

息地及び神奈川県日吉町袋の水田の土壌を採取した後，

風乾させたものである．なお後者の方が成績がよかった

ので２～３の実験の他は全て日吉土壌を用いた．日吉士

の風乾細士209を蔭酸カセイソーダ法で分散させ，Ａ・Ｓ

Ｋ士壌淘汰分析装置（木屋製作所）で粒度分析を行っ

た結果，砂37.50％，微砂14.55％，粘土47.95％であ

り，本土壌は植壌士（粘土含量37.5～50.0％）である．

尚，この結果は日本農学会法に基く粒径区分（砂２．０

～0.05ｍｍ，微砂0.05～0.01ｍｍ，粘土0.01ｍｍ以下）を

参考にした．

７．飼育水

水道水を２～３日間タンクに汲み置いた後使用した．

８．成長率の測定法

水槽へ投入した稚貝は，各実験群ともその20個体を無

作為的に取り出し，１カ月毎に実体顕微鏡に取り付けた

マイクロメーターで殻長の長さを測りその平均を求めて

成長率を算出した．

実験成績

１．水槽による稚貝の飼育成績

ミヤイリガイの棲息地である甲府の水田の土壌と，非

棲息地である神川県日吉町袋の水田の士壌の両者で稚貝

の発育を比較した．泥は風乾させ使用前に水を加え軟泥

とし，図１に示したように水槽中に斜面に敷いた．水を

約１Ｚ入れ，１晩放置後２代目の稚貝200個体をそれぞ

れ水槽へ投入し，その後の両者の発育を毎月計測し比較

した．飼育開始時の1957年５月29日には日吉泥投入群の

平均殻長は0.80ｍｍで，甲府泥投入群では0.81ｍｍであ

●
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TablelAverageshelllength（ｉｎｍｍ）anditsstandarddeviation
ofsnailsculturedondifferentsoil

Daysafterstartofculture Survival

rate（％）
Ｓｏｉｌ

6０ 9０3００

６．３１±０．８９

４．７８±０．６８

9０．５

９２．５

２．９５±０．４５

３．３６±０．４６

６．３０±１．２５

４．５０±０．９９

Hiyoshi
Kofu

０．８０±０．０７

０．８１±０．１０

Toble2Averageshelllength（ｉｎｍｍ）anditsstandarddeviation

ofsnailsculturedunderdifferentpopulationdensity
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められ，死亡率も増加する傾向を示した．しかもその発

育に及ぼす密度の影響は，飼育開始後かなり早期から認

められた．

２．産卵及び孵化に及ぼす物理的諸条件の検討

採集成貝各300個体を1968年５月22日から30日間，径

30ｃｍの素焼鉢３個で飼育し，３０日目に成貝を別の鉢へ

分離した．飼育期間中素焼鉢の上面はガラス板で蓋をし

た．成貝分離後10日，２０日及び30日目に総ての稚貝を回

収し，どの時期に多数の生存稚貝が回収出来るかを観察

した．その結果，１０日目に回収した成績では，生存個体

260個(84％)，死滅個体48個，総計308個と非常に少<，

20日目では生存個体824個(95％)，死滅個体46個，総計

870個の回収成績を示し，生存個体数が多くなる傾向を

示した．これに反し，３０日目では生存個体741個(77％)，

死滅個体216個，総計957個と孵化総数は20日目と比べ

ると多数であるが，反って死亡率が多くなり，結果とし

て回収生存個体数が少くなる結果を得た．従って稚貝の

回収は成貝分離後20日目頃に実施すれば最も大量の生存

個体が回収出来ることが明かとなった．１０日目と20日目

に於ける死滅個体数に差が認められないことは，成貝飼

育期間中にすでに孵化した稚貝と成貝が共存していたた

めに死滅したものと考えられ，成貝分離後の飼育条件下

での死滅ではないものと推測される．

採集成貝各300個体を1968年７月20日から30日間，径

30ｃｍの素焼鉢８個で飼育した．そのうち４個は網蓋を

使用し，他の４個はガラス蓋を用いて飼育した．各群共

30日目に成貝を全て別の鉢へ分離した．網蓋及びガラス

蓋の両者をさらに２群（２鉢ずつ）に分け，成貝分離後

つた．表１に示すように30日後には両者間に著明な発育

の差は認められないが，６０日後には前者で6.30ｍｍ，後

者で4.50ｍｍと両者の発育に明らかな差が認められ，

90日後には，前者は6.31ｍｍ，後者は4.78ｍｍという成

績を示した．尚90日後の貝の生存率は前者で90.5％，後

者で92.5％であり，生存率に関しては両者間に著しい差

は認められなかった．飼育室の毎月の平均温度は，それ

ぞれ26.Ｃ，２８°Ｃ，30.Ｃであった．

個体群密度の影響が稚貝の発育にどのような差を生ず

るかをみるために，水槽中の飼育士は甲府の泥を用い，

飼育開始時の個体数を100,200,300,400個と変えて

90日間の発育を観察した．餌の量はそれぞれ50,100,

150及び200ｍｇを週２回に分けて与えた．その結果,表

２に示すように，投入時の1967年５月29日には各群の平

均殻長はそれぞれ0.89ｍｍ，0.88ｍｍ,0.89ｍｍ,0.93ｍｍ

であったものが，100個体投入群で最も発育が早く，３０

日後にはすでに他群との間に差が認められ，3.28ｍｍに

達し，６０日後には既でに5.71ｍｍ，９０日後に5.79ｍｍに

達した．200個体投入群では30日後に2.84ｍｍ,６０日後に

4.33ｍｍ，９０日後に4.91ｍｍに達した．300個及び400個

体投入群では飼育開始後30～60日迄は両者問に著しい差

は認められぬが，９０日後に300個体群でやや発育が早い

傾向を示した．また90日後の各群の生存率は，100及び

200個体投入群で95.0％，300個体群で92.0％，400個体

群で85.0％であった．

以上の結果から，同一環境を有する水槽中におけるミ

ヤイリガイの発育速度は，飼育開始時の個体群密度によ

り影響を受け，個体数の多くなるに従い発育の抑制が認

●
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15日目に１回水洗し，一時的に孵化した稚貝を回収した

群と，未水洗の群を作り，各飼育条件下での30日目の稚

貝の回収成績を比較した．その結果表３に示すように，

報告されているが，それを実験室内で大量に増殖させ，

累代飼育を行うにいたってはいない．Vogel（1948）は

ｏｈｚ"c"s/ｓの成貝をガラス張りの水槽の底に泥士を

斜面にしいて水を半ば入れたものに放って次代の幼貝の

発育をみたが，これを室温(ハンブルグ)においたため，

産卵は春と夏に限られたという．DeWitt(1952）はこの

ような陸部と水部をもつ容器に４種のＯ"ＣＯ"』ビル"/αを

放ち，室温を26～28°Ｃに保った結果，年間を通じて産

卵をみたという．しかしこのような方法ではａｇｅのそ

ろった稚貝を大量にうることも，貝を増殖させることも

できない．

ペトリ・シャーレを用いて小規模に貝を飼育繁殖させ

ることも可能で，その生活史観察の目的には便利であ

る．Sandground＆Moore(1955）はシャーレに泥をな

なめにしき，水を半ば入れ，成貝を放ち，アルギン酸ソ

ーダに飼料をまぜたものを濾紙に塗布してあたえ，孵化

した稚貝が濾紙に集まってくるのを回収している．小宮

ら（1959）は径９ｃｍのシャーレを用い，成貝の飼育と

産卵のためにはこれに壌士を斜面にしいて水を半ば加

え，稚貝の発育には壌士を平面にしてこれを水でおおう

のがよいと述べている.VanderScharie＆Davis(1965）

は，径９ｃｍのシャーレ中に径６ｃｍの盛土を作り壁面

と泥の間に約４０ｃｃの水を入れた．氏らは，この方法は

稚貝を飼育するには良いが成貝の維持及び産卵には適当

でないとしている．この実験で稚貝を１シャーレ中に１

ないし２個体入れた時に最も成長が早く，それ以上の個

体を入れた場合に発育の抑制を認めた．またDavis

(1967)は０.hJblWZoSα"α等を用いて種々な飼育器内

での生存，産卵，稚貝の発育及び生存等を比較してい

る．特にVanderScharie＆Davis(1968）は，４種の

Ｏ"ＣＯ'ＭＺｍｉａを水槽，ガラス円筒，大型又は中型素焼

鉢，プラスチック製浅箱及びペトルシヤーレの６種の

飼育装置で検討し中型素焼鉢に雄５，雌５匹を入れた状

態が成貝の生存及び稚貝の産生に最も優れているとし

た．最も悪い容器は水槽，大型鉢，ガラス円筒であり，

特に水槽は貝が十分に発育しないと云っている．又氏ら

は飼育した成貝からの産卵は，季節的なリズムは明白で

はないとしている．従って著者の経験においても採集貝

を室内で一定の温度（25±１．Ｃ）で飼育した際にどの季

節に採集したものでも，飼育開始後２～３カ月間はほぼ

平均して多数の稚貝を得ることが出来るが，それ以後は

その発生が減少することを認めている．しかしこれらの

現象は，累代飼育が進むと共に，野外の季節変動の影響

は弱まり，全ての種類のＯ"ｃｏｍｅＺａ７ｚｉａはその室温に順
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成貝飼育期間中網蓋を使用し，成貝分離後１回15日目に

水洗を行い稚貝を回収した鉢では，生存個体，死滅個体

及び孵化総数がそれぞれ5,790個，212個，6,002個とな

り別の鉢では各1,957個，319個及び2,276個であった．

次に網蓋・未水洗の例では各2,448個，1,249個，3,697

個で，別の鉢では1,032個，648個及び1,680個であり産

卵数に関しては両者間に大差は認められないが，２回稚

貝を回収した群では１回の成績に比べ死亡率の減少が認

められた．成貝飼育期間中ガラス蓋を使用した群では，

回収回数に関係なく産卵数の減少及び稚貝の死亡率の増

加の傾向が認められた．

以上のように孵化総数及び生存個体数の両者から検討

すると，成貝分離後少くい5日目に１回水洗を行い，孵

化した稚貝をある程度分離すると同時に老廃物等を除去

する操作を行った後に最終的に更に稚貝を回収する方法

は多数の生存稚貝を分離する１方法であろうと結論ずけ

られる．

考察

前に述べたように，住血吸虫症に関する実験的研究は

主としてマンソン住血吸虫を用いて行われてきたが，こ

れはその中間宿主となる貝が水槽で極めて容易に飼育で

きるのに対して，日本住血吸虫の中間宿主である広義の

ミヤイリガイＯ"ＣＯ"e血,zmspp・はいづれも実験室内で

繁殖させることが困難であったことによる．

ミヤイリガイ類を実験室内で飼育繁殖させる試みはす

でに多くの研究者が行なっており，あるていどの成功も

丘
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応して，年間を通じ一定した産卵を認め得ることと推測

される．また氏らは，産卵は中型素焼鉢で行い，稚貝を

ペトリ・シャーレで飼育している．また，中国大陸にお

いても近年日本住血吸虫の研究が盛に行われ，Ｏ"ＣＯ"Ze‐

/α"/αの飼育についても苑学理・王培信（1957）などの

報告がなされている．またMooseeZaZ.(1962）の指摘

しているように稚貝の発育にとってその飼料の質は重要

な要素となる．飼育土壌に関しても，津田（1952ａ,b,c，

1953）は山梨県のミヤイリガイ棲息地の士壌のみなら

ず，非棲息地である東京，埼玉，岩手及び北海道の土壌

上に於て産卵増殖が可能であったと述べている．一方保

阪ら（1953）は，礫土地及び砂土地でのミヤイリガイの

発育は，壌士地及び植士地にくらべ成長が速いと述べて

いる．しかし小宮（1959）は，要はその土質が硅藻など

の有機成分に富み，かつその構成粒子の大きさが均一に

大に過ぎない限り，粘質から砂質にいたるまでの壌士上

において，充分棲息しうると推定している．

以上のように，これまでなされた多くの研究は，野外

で採集したＯ"Come〃"/αをなるべく長く生存させて実

験に供するか，あるいは少規模に稚貝を成貝にまで発育

させる方法を報告したものが多いが，我国においてはす

でに野外でミヤイリガイを採集することも次第に困難と

なりつつある現状にかんがみて，我々はこれを実験室内

で大量に累代飼育して実験に供する方法の確立を志し，

ほぼその目的を達しえたものと考える．

今回我々が開発した方法の特徴は，まず成貝の産卵の

ための環境と，孵化した稚貝を成貝に発育させるための

環境とを別にし，前者には湿った泥士をしいた素焼鉢な

どを，後者にはガラス水槽を用い，泥を斜面に敷き，エ

アーポンプを連結したフィルターを泥中に埋めて水の浄

化をはかったことが成功した．室温を年間ほぼ２５°Ｃ以

上に保つことにより産卵が四季を通じて行われるように

なった．これに植物栽培用紫色螢光ランプの光をあたえ

て生物学的浄化作用を期待した．飼料にはとくに貝殻の

発育のために必要な有機質やカルシウムをあたえるこ

と，とくに稲わらの切片を多く加えることで好成績を収

めえた．また，成貝の産卵と稚貝の発育のためには底に

用いる泥の性質も大きな影響をもち，これについては，

我々は非流行地のいわゆる日吉産泥を用いて，山梨県の

ミヤイリガイ棲息地の泥よりも好成績を収めたことは興
味深い．

以上のような基礎実験の成績をもとに，それぞれの環

境下で，貝の死亡率を低くし，増殖率をあげ，生長率を

ふやし，かつ人手とスペースを節約するうえに最も有利

な条件を求める実験がさらに行われた．ここに述べた方

法は今後の研究によりさらに改良される余地が大きい

が，原則的にはこのようjtj：方法によって各種の0,,CO‐

,Ｍα"/αを実験室内で累代飼育と増殖をさせることが可

能になったと考える．尚当研究部では，ミヤイリガイの

稚貝を大型水槽で大量に飼育し，かなり良好な成績を収

めているので次の機会に報告したい．

結論

１．我々は日本住血吸虫Schfszosoimajzpo"iα`"Jの中

間宿主となる広義のミヤイリガイＯ"ＣＯ",ビノα"/αspp､の

実験室内における累代飼育と大量増殖のたのための研究

を行い，次のような方法を用いて，山梨産の○．几〃o‐

SOPho7aについては６代，久留米産３代，フィリピン産

０．ノh、９"ααγａｓ／３代及び台湾産０．九九'wzosα"α３

代までの累代飼育と増殖に成功した．

２．貝のstageにより飼育方法を別々に分けた．即ち

成貝の産卵のための飼育は大型素焼鉢に湿った泥をしい

たもので行い，孵化した稚貝の飼育はこれをガラス水槽

に移し，底部に泥を斜面に敷き，水中フィルターで水を

濾過灌流した〆照明は水槽上面から植物栽培用紫色螢光

灯を点灯し，室温は冬でもほぼ２５°Ｃに保った．

３．甲府及び日吉産の水田の土壌上での稚貝の発育

は，３カ月後に前者は4.78ｍｍ(生存率92.5％)，後者は

6.31ｍｍ（生存率90.5％）と，泥の種類により発育に差

が認められた．

４．同一環境下での水槽中に投入する稚貝の個体数を

100,200,300,400個と変えた場合に，その発育は３カ

月後にそれぞれ5.79ｍｍ(生存率95％)，4.91ｍｍ(95％)，

4.10ｍｍ(92％）及び3.68ｍｍ（85％）と個体数の増加に

ともない発育の抑制が認められた．

５．成貝300個を大型素焼鉢で１カ月間飼育後とり除

き，その後10日，２０日及び30日目に全ての稚貝を回収し

た結果，それぞれの生存数は260個（生存率84％)，８２４

個（95％)，741個（77％)で，２０日後の回収が最も好成

績であった．

６．成貝飼育期間中，網蓋あるいはガラス蓋で飼育

し，成貝分離後15日目に１回水洗した場合と，未水洗の

場合とで30日後の稚貝回収成績を比較すると，通風のよ

い網蓋を用い，水洗を行ったものが最も好成績であっ

た．

この研究にあたり御援助と御協力をえた当研究部の佐

々学教授，田中寛助教授，小林準三博士，塚越雅子氏，

=瓶直子文学修士らの方々に深謝する．

●
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STUDIES ON EXPERIMENTAL SCHISTOSOMIASIS. I. STUDIES ON THE METHODS

FOR MASS BREEDING OF THE SNAIL INTERMEDIATE HOST,

ONCOMELANIA HUPENSIS NOSOPHORA

Hajime MATSUDA

(Department of Parasitology, the Institute of Medical Science, the University of Tokyo)

A series of laboratory investigations have been carried out for the purpose of establishing

an efficient method for breeding large numbers of Oncomelania hvpensis nosophora, so that

sufficient supplies of the snail intermediate host could be made for screening tests of anti-

schistosomal drugs. After a number of trials and errors, the following techniques have been

developed with which large numbers of the snail could be bred for at least 6 generations in our

laboraotry.

Two types of containers were employed according to the developmental stages of the snail.

Unglazed potteries 30 cm in diameter and 10 cm in height containing wet soil are used for oviposi-

tion of adult snails. Young snails hatched from eggs deposited in the soil were collected and

transferred to glass aquaria 30 cm long, 20 cm wide and 26 cm high, containing soil in a slope

on one side and water on another side. An airpump filter for circulating the water was placed

in the soil and each aquarium was illuminated with a fluorescent lamp (purple lamp for culture

of plants) for the purpose of encouraging the growth of the green algae. Adequate amount of

food composed of powder of laboratory animal food, chlorera, oyster shell and pieces of rice straw

was provided for the growth of young snails.

The youngs of Oncomelania bred in the aquaria reached to adults and commenced oviposi-

tion in about three months, under the temperature of 25°C or over. The speed of growth of

the snail as well as the number of eggs recovered was dependent upon the character of the soil

used as the substratum, and the material collected at rice paddy of Hiyoshi (non-endemic area)

gave better results than with those from the natural breeding places in Yamanashi Prefecture.

The population density of the young snails released in the aquaria also had effects on the speed

of growth and the survival rate. In one of the experiments for example, the average shell

length and the percentage of survivals as observed three months after releasement of the young

snails in each aquarium were 5.79 mm and 95% for 100 snails, 4.91mm and 95% for 200 snails,

4.10 mm and 92% for 300 snails, and 3.68 mm and 85% for 400 snails.

A series of experiements have been carried out also for establishing the most efficient and

economic methods for collecting young snails from eggs deposited by adults released on the soil

in the potteries. In one of the experiments in which 300 adults were put in the containers for

a period of one month and the youngs were collected at varying intervals after the adults were

removed, the numbers and the survival rates of youngs recovered from the soil were 260 and

84% on the 10 th day, 824 and 95% on the 20 th day, and 741 and 77% on the 30 th day. It

was also shown that the maximum numbers of the youngs could be recovered from the soil when

the containers were covered with a screen net rather that a glass, and also by rinsing with

clean water at least once in two weeks.
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